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宮લ区東༗അ　৫ໜ ࣏ߞさん

約100Ὢのാとハウスで、ఆ番野菜を中心に年ؒ�0品໨
ほど࠿ഓし、全ྔ自宅で直売しています。

৫ໜさんは、2�年લから೶ༀやԽֶං料を使用ͤず、ೕ
ഓ࠿などのඍ生物でൃ߬さͤた༗機࣭ං料で೶産物をەࢎ
する自然೶法にྗを入れています。開࢝౰初からň味が良く
なったけど、何か変えたʁŉと気がつくৗ連客もいて、手Ԡ
えを࣮感。現在はແ೶ༀにՃえ、ແං料の׬全な自然೶法
を໨ࢦし、ハウス࠿ഓのトマトやキュウリで࣮ફ中です。

これからの時ظは、αトイモやχンジンなどळ冬野菜の
ऩ֭で๩しい日々がଓきます。

≪ てがるごぼうの収穫作業 ≫

11月の行事予定

今月の
表紙

3日
（日）

文Խの日

4日
（月）

ৼ替ٳ日

5日 
（火）

ηレαͻまわり会一ധ旅行　ୈ1൝
（ʙ�日、西ҏ豆）

6日
（水）

ηレαͻまわり会一ധ旅行　ୈ2൝
 （ʙ7日、西ҏ豆）

16日
（土）

ୈ23ճ೶ۀまつり ೶産物品評会

17日
（日）

ୈ23ճ೶ۀまつり
（9時ʙ14時、会場は各౷ׅࢧ店） 

19日
（火）

ఆྫ理事会

23日
（土）

࿑感謝の日ۈ

27日
（水）

大会ڠ೶ݝ
（13時ʙ、ް木市文Խ会ؗホール）

※日程等は変更されることがあります
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広がる

環

ＪＡでは、「食と農のつながり」の大切さを感じてもらう取り組みと
して、食農教育を重視しています。食農教育がもたらす価値はさまざ
まで、農業体験や料理教室など、実際に体験すると感じる「食べ物への
感謝」や「農業の大切さ」があります。また、食農教育で指導を行う人
たちも、自分たちの想いがもっと伝わるように、毎回工夫を凝らしなが
ら、熱意を持って参加者と向き合っています。

今号では、ますます広がりを見せるＪＡの食農教育の一部を紹介しま
す。各取り組みが生み出す多彩な“わ”を感じてもらえたら幸いです。

輪

笑和

WA!
食農教育の

わ
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田植えを指導するＪＡ職員

調理に取り組む参加者

小学校への出前授業

部員からアドバイスを受ける参加者

多 彩な 食 農 教 育の

緑を愛する気持ちを育む

料理教室で食と農を学ぶ

ＪＡでは、毎年５０プログラム以上の食農教育事業を展開
しています。その中心となるのが小学校児童への食農教育。
年間を通じて地元の生産者やＪＡが、児童に向けた農業体験
で稲作や野菜栽培を指導します。場所は生産者の畑のみなら
ず、学校内の畑や田んぼ、時には教室も使いながら、児童た
ちに農業の大切さを伝えています。
またＪＡでは、市内の南部地域など、周囲に畑がなく生産
者の協力が難しい学校へも積極的に職員が出向き、食農教育
活動を展開しています。写真は幸区にある市立西御幸小学校
の稲作体験の様子。同校の周りにはほとんど畑が無い場所で
すが、ＪＡのサポートにより5年前より校内に田んぼを設置し、
毎年稲作体験を実施しています。

ＪＡでは組合員組織を中心に、行政や企業、スポーツチームな
ど、さまざまな団体と連携し、食農教育事業を展開していま
す。各団体の特長や得意分野が光る多種多様な取り組みをご
紹介します。

食農教育において、食と農をつなげる大切な
役割を果たすのが料理体験で、今や女性部の協
力は欠かせません。写真は今年８月に行われた
中原地区の小学生を対象にした料理教室の様子
です。
取材中、こんなシーンがありました。子どもたちが目に涙をたっぷ

り浮かべながらタマネギを切っていると一人の女性部員が「ゆっくり
切ると泣かないよ。おうちでは換気扇の近くで、タマネギを冷やして
から切ってね」と優しくアドバイスをしていました。子どもたちにとって、
大人が何気なく話してくれる小さな知識が大切な学びとなり、次第に
料理を楽しめるようになっていきます。また、男の子の一人は「なん
で涙が出てくるんだろう？調べてみよう」と話していました。食農教
育はこうした子どもたちの新たな発見の一助にもなっています。

植木盆栽部では一風変わった農業体験を行っ
ています。その名も「ミニ盆栽体験教室」。同教
室は、子どもたちが自らの手で土と緑に触れるこ
とで親しみをもってもらい、緑の大切さと豊かな心
を育む「緑育」を推進しようと開いたもの。昨年
はＪＡ菅支店で市内の親子ら45人が参加し、黒松
やチェッカーベリーなどを使った寄せ植えを楽し
みました。
当日は、同部員やＪＡの営農技術顧問が寄せ植
えを優しく指導。子どもたちは楽しみながら作業
の手を進め、保護者たちは日頃見慣れない盆栽に
興味津々の様子で、親子で夢中になって植物に触
れる貴重な機会となりました。

わ
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フロンターレと食農体験！

行政連携 川崎版グリーンツーリズム

東京ガスと強みを活かしたコラボ

自分たちで育てたダイコンを販売

料理教室の様子

収穫体験の様子

多 彩な 食 農 教 育の

民間企業と連携して行う
食農教育もあります。ＪＡ
では毎年、東京ガス㈱川崎
支店とともに「あさおの地産地消エ
コ・クッキング」を開いています。
同イベントは、麻生区役所が中心と
なり、ＪＡが生産者の紹介や区内農
業などの説明、東京ガスが料理教室
や食材の栄養の話など、両者の持つ
強みを活かした取り組みとして、毎
回高倍率の抽選になるほど人気の企
画となっています。

グリーンツーリズムとは、農山漁村地域において自然、文化、
人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動のこと。ＪＡでは、川
崎市と連携し「川崎版グリーンツーリズム」として、麻生区黒

川の畑で年２回食農教育を実施。夏にはジャ
ガイモ、秋にはサツマイモの収穫体験を行っ
ています。
参加者は子どもから大人までさまざま。今
もまだ畑と自然が多く残る黒川の農風景を楽
しむとともに、旬の野菜の知識を学び自らの
手で収穫できる貴重な体験となりました。

今や全国有数の強豪サッカークラブに成長
した川崎フロンターレ。ＪＡでは、クラブ
下部組織にあたるU-13 アカデミーの練習
生（中学1年生）にも食農教育を実施して
います。
選手はおなじみの青いユニフォームで畑に
入り、ダイコンの種まきから収穫までの一連
の作業を体験。最終回では、収穫後にとれた
てのダイコンをトラックに積み込み、等々力
陸上競技場まで移動し、ホームゲームで地元
サポーターに向けて販売するなど、地域との
つながりも感じるイベントとなりました。
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青壮年部全面協力
職員も食農教育

食農教育補助教材・バケツ稲セットの配布

高まる食農教育への関心

栽培について教わる新採用職員

食農教育延べ参加人数 食農教育延べ実施回数

も っ と 広 が る

ＪＡバンクの教育支援活動では、食農教育応援事業の一環として、
農業に関する学習補助教材「農業とわたしたちのくらし」を毎年全国
の小学校へ贈呈しています。
同教材は、一般社団法人ＪＡバンクアグリ・エコサポート基金が
全国の小学校に向け制作。各ＪＡを通じて配布しており、農業や食、
自然環境などの情報を分かりやすくまとめた全ページオールカラー

の冊子とDVDになっています。
また、ＪＡでは30年以上にわたり、バケツ稲づく

りセットを配布しています。手軽に食農教育を始めら
れるセットとして、多くの小学校や保育園、地域の皆
さまに愛されています。

ＪＡの食農教育の取り組みは増加傾向に
あり、直近３年間の延べ実施回数は429回、
延べ参加人数は約47,000人となりました。
多彩な活動の成果は着実に数字として現れ、
子どもたちへの教育効果はもちろんのこと、
「かわさき農業」に対する市民の理解は確実
に向上しています。

ＪＡでは、11 年前か
ら青壮年部協力の下、市
内９地区で新採用職員を
対象にした農業体験実習
を実施。農業を基礎から

学ぶ大切な研修の一環として、また市内生産者の農業に対する姿勢や想い
を直接聞くことができる貴重な機会となっています。体験した職員は、「農
作業を体験して生産者の苦労を実感した。この経験を業務に活かしたい」
と話していました。
また、２年前は支店長が、昨年は融資担当職員が麻生区岡上の田んぼ
で田植えや稲刈りなどの稲作に挑戦。若手からベテランまで、幅広い職
員がＪＡ職員としての自覚と責任を身体で感じる実習となりました。

教材本とDVD

教材本の贈呈式の様子
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わ
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PICK UPPICK UP

J
A
は
、
敬
老
の
日
を
前
に
�
月

��
日
か
ら
��
日
ま
で
の
�
日
間
、
今

年
度
1
0
0
歳
以
上
の
誕
生
日
を
迎

え
る
正
組
合
員
��
人
の
自
宅
に
役
職

員
が
訪
問
し
、
長
寿
を
祝
い
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。

��
日
に
は
、
原
修
一
組
合
長
と
菅

地
区
の
関
谷
京
子
理
事
が
、
��
月
に

1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
多
摩

区
菅
の
五
嶌
義
高
さ
ん
の
自
宅
を
訪

問
。
原
組
合
長
は
記
念
品
を
手
渡
し

「
川
崎
農
業
の
発
展
に
ご
貢
献
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
、

感
謝
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

J
A
で
は
来
年
度
以
降
、1
0
0

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
正
組
合
員
に

長
寿
の
お
祝
い
の
品
を
届
け
ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
、
正
組
合
員
に
自
己
改
革
の

成
果
な
ど
を
報
告
す
る
た
め
��
月
��

日
ま
で
、
各
支
店
で
支
店
長
が
中
心

と
な
っ
て
全
戸
訪
問
を
進
め
てい
ま
す
。

９
月
��
日
に
は
、
高
津
支
店
の
越

水
彰
一
統
括
支
店
長
が
、
高
津
区
下

作
延
の
木
所
大
輔
さ
ん
宅
を
訪
れ
、

こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
を
報
告

し
た
他
、
Ｊ
Ａ
事
業
への
意
見
、
要
望

を
聴
取
。
木
所
さ
ん
は「
農
業
総
合

支
援
対
策
積
立
金
の
お
か
げ
で
設
備

投
資
に
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き
た
」と

評
価
し
つつ
、
肥
料
等
の
恒
常
的
な
価

格
低
減
を
要
望
し
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
各
支
店
で
は
、
営
農

指
導
体
制
の
一
層
の
強
化
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
、
組

合
員
一
人
一
人
と
活
発
に
意
見
を
交

わ
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
、
��
月
�
日
付
け
で
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

役
席
者
の
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

改
革
の
成
果
、
全
戸
訪
問
で
報
告

83
人
に
異
動
発
令

長
寿
を
祝
い
記
念
品
を
贈
る

氏   
名

命  

部  

署

免  

部  

署

杉
山 
太
郎
経
済
部 

販
売
統
括
セ
ン
タ
ー 

推
進
課 

課
長

橘
支
店 

指
導
副
支
店
長

箕
輪   

淳
菅
生
支
店 

副
支
店
長

菅
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

林   

岳
也
橘
支
店 
指
導
副
支
店
長

向
丘
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

手
塚 

慎
太
郎
橘
支
店 
渉
外
支
店
長
代
理

橘
支
店

川
﨑 

誠
一
郎
子
母
口
支
店 
渉
外
支
店
長
代
理

小
田
支
店

熊
坂 

晴
子
宮
前
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

東
柿
生
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

田
所 

友
樹
宮
前
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

小
向
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

梶   

洋
介
宮
崎
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

北
見
方
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

小
山 

大
樹
高
津
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

高
津
支
店

安
部 

啓
司
向
丘
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

御
幸
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

佐
藤 

高
志
上
作
延
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

高
津
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

河
野 

慎
太
郎
北
見
方
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

橘
支
店 
渉
外
支
店
長
代
理

杉
本 

明
美
梶
ヶ
谷
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

梶
ヶ
谷
支
店

落
合 

知
加
子
み
な
み
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

宮
前
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

塩
沢 

政
史
御
幸
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

稲
田
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

伊
藤 

健
一
日
吉
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

上
作
延
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

田
村 

恵
美
小
杉
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

菅
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

柏
木 

泰
仁
稲
田
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

宮
前
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

重
久 

美
穂
菅
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

梶
ヶ
谷
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

土
田 

直
幸
菅
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

千
代
ヶ
丘
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

小
田
島 

儀
典
東
柿
生
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

み
な
み
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

冨
沢 

光
広
千
代
ヶ
丘
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

宮
崎
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

遠
藤 

隆
太
小
向
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

子
母
口
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

ቇさんޒ೦඼Λड͚औるه

ళ௕ࢧվֵのऔり૊ΈΛઆ໌するӽਫ౷ׅݾࣗ
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PICK UPPICK UP

転
倒
予
防
の
意
識
を
高
め
る

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り

　

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
高
津
地
区

で
�
月
��
日
、
柿
生
地
区
で
��
日
、

橘
地
区
で
��
日
に
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て

��
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

高
津
地
区
で
は
東
高
根
森
林
公
園

を
含
む
約
�
㎞
を
歩
き
、
柿
生
地
区

で
は
黒
川
の
田
園
風
景
を
楽
し
み
な

が
ら
、サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
を
体
験
。

橘
地
区
で
は
江
川
せ
せ
ら
ぎ
遊
歩
道

で
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
、
心

地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
景
色
と
会
話
を
楽
し

み
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
た
」と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

向
丘
地
区
協
同
活
動
強
化
委
員
会

は
�
月
��
日
、
向
丘
支
店
で
健
康
イ

ベ
ン
ト
を
開
き
、
組
合
員
ら
��
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

理
学
療
法
士
の
長
谷
川
佳
奈
氏
が

講
師
と
な
り「
転
ば
な
い
で
い
き
い

き
暮
ら
す
～
い
ま
か
ら
始
め
る
転
倒

予
防
体
操
～
」と
題
し
た
健
康
講
話

を
実
施
。
転
倒
の
原
因
や
転
倒
予
防

の
体
操
な
ど
実
践
を
交
え
な
が
ら
伝

え
ま
し
た
。

参
加
者
は「
体
操
は
継
続
す
る
こ

と
が
大
切
と
教
わ
っ
た
の
で
、
今
日

か
ら
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」と
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
��
日
に
は
多
摩
区
の
市
立

生
田
小
学
校
の
児
童
が
同
区
の
太
田

聡
さ
ん
の
梨
園
で
収
穫
体
験
を
行

い
、
�
年
生
の
児
童
��
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

同
校
で
は
、
食
農
教
育
の
一
環
と

し
て
梨
の
摘
果
や
袋
掛
け
、
収
穫
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
太
田
さ
ん
が「
収
穫
時

は
梨
を
下
に
引
っ
張
る
の
で
は
な
く

上
に
あ
げ
て
」と
収
穫
の
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
。
そ
の
後
、
自
分
の
名
前
が

書
か
れ
た
袋
を
探
し
、「
こ
ん
な
に

大
き
く
育
っ
た
」な
ど
と
喜
び
な
が

ら
、
楽
し
く
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

体
験
し
た
児
童
は「
楽
し
か
っ
た
。

い
い
思
い
出
に
な
っ
た
」と
話
し
ま

し
た
。

宮
前
地
区
協
同
活
動
強
化
委
員
会

は
�
月
��
日
、
宮
前
区
の
市
立
南
野

川
小
学
校
で
農
業
体
験
を
行
い
、
�

年
生
の
児
童
��
人
が
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
苗

の
植
え
付
け
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
野
川
南
部
出
荷
組
合
員

ら
が
指
導
に
あ
た
り
、「
苗
の
根
元

を
や
さ
し
く
持
っ
て
植
え
て
」な
ど

と
説
明
を
し
て
か
ら
作
業
を
開
始
。

児
童
は
苗
を
折
ら
な
い
よ
う
に
注
意

し
な
が
ら
自
分
の
鉢
と
校
内
の
畑
に

植
え
付
け
ま
し
た
。

体
験
し
た
児
童
は「
習
っ
た
方
法

を
活
か
し
て
お
い
し
く
な
る
よ
う
に

育
て
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

今
後
は
��
月
に
収
穫
を
行
い
給
食

で
食
べ
る
他
、
学
校
の
近
隣
で
販
売

体
験
を
行
う
予
定
で
す
。

૊߹һから২͑෇͚のํ๏ΛڭΘるࣇಐ

སのऩ֭Λָ͠Ήࣇಐ

子
ど
も
た
ち
に
農
業
へ
の
理
解
を

氏   

名

命  

部  

署

免  

部  

署

杉
山 

太
郎
経
済
部 

販
売
統
括
セ
ン
タ
ー 

推
進
課 

課
長

橘
支
店 

指
導
副
支
店
長

箕
輪   

淳
菅
生
支
店 

副
支
店
長

菅
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

林   

岳
也
橘
支
店 

指
導
副
支
店
長

向
丘
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

手
塚 

慎
太
郎
橘
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

橘
支
店

川
﨑 

誠
一
郎
子
母
口
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

小
田
支
店

熊
坂 

晴
子
宮
前
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

東
柿
生
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

田
所 

友
樹
宮
前
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

小
向
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

梶   

洋
介
宮
崎
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

北
見
方
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

小
山 

大
樹
高
津
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

高
津
支
店

安
部 

啓
司
向
丘
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

御
幸
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

佐
藤 

高
志
上
作
延
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

高
津
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

河
野 

慎
太
郎
北
見
方
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

橘
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

杉
本 

明
美
梶
ヶ
谷
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

梶
ヶ
谷
支
店

落
合 

知
加
子
み
な
み
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

宮
前
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

塩
沢 

政
史
御
幸
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

稲
田
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

伊
藤 

健
一
日
吉
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

上
作
延
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

田
村 

恵
美
小
杉
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

菅
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

柏
木 

泰
仁
稲
田
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

宮
前
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

重
久 

美
穂
菅
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

梶
ヶ
谷
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

土
田 

直
幸
菅
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

千
代
ヶ
丘
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

小
田
島 

儀
典
東
柿
生
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

み
な
み
支
店 

貯
金
支
店
長
代
理

冨
沢 

光
広
千
代
ヶ
丘
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

宮
崎
支
店 

融
資
支
店
長
代
理

遠
藤 

隆
太
小
向
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

子
母
口
支
店 

渉
外
支
店
長
代
理

స౗༧๷ମૢΛࢀ͏ߦՃऀ ΢ΦʔΩϯάΛָ͠ΉࢀՃ （ऀ֟生஍区）
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PICK UPPICK UP

セ
レ
サ
モ
ス
麻
生
店
と
宮
前
店
は

�
月
��
日
に
ち
な
み
、「
野
菜
の
日

フ
ェ
ア
」と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、多
く
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

両
店
舗
で
は
、共
通
の
企
画
と
し

て
、レ
ジ
で
応
募
用
紙
を
も
ら
い
、店

外
特
設
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
て
あ
る

野
菜
セ
ッ
ト
の
重
さ
を
当
て
る
ク
イ

ズ
を
実
施
。
正
解
し
た
人
の
中
か
ら

抽
選
で
市
内
産
野
菜
が
当
た
り
、参

加
者
は
順
番
に
野
菜
セ
ッ
ト
を
持
ち

上
げ「
う
ち
の
ペ
ッ
ト
と
同
じ
く
ら
い

ね
」「
さ
っ
き
買
っ
た
お
米
と
比
べ
る

と
軽
い
ね
」な
ど
、楽
し
み
な
が
ら
重

さ
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
麻
生
店
で
は
独
自
に
、
農

業
情
報
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
一
環

と
し
て
、
川
崎
市
の
担
当
者
が「
ハ野ࡊのॏさ౰ͯΫΠζ

横
浜
川
崎
地
区
農
協
青
壮
年
部
連

絡
協
議
会
主
催
の
令
和
元
年
度
青
年

の
主
張
・
活
動
実
績
発
表
会
が
�
月

��
日
、
本
店
セ
レ
サ
ホ
ー
ル
飛
翔
で
開

か
れ
、
両
地
区
合
わ
せ
て
1
1
9
人
の

部
員
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
農
業
や
青
壮
年
部
活

動
を
通
じ
て
感
じ
た
苦
労
や
感
動
な

ど
を
発
表
す
る
も
の
で
、
代
表
者
�

人
が
発
表
。
当
J
A
か
ら
は
宮
前
支

部
の
篠
田
隆
文
さ
ん
が
出
場
し
、「
心

地
よ
い
居
場
所　
こ
の
川
崎
に
」を
テ
ー

マ
に
、
自
身
の
経
験
か
ら
体
験
型
農
園

の
可
能
性
を
Ｊ
Ａ
への
提
案
を
交
え
な

が
ら
、
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
篠
田
さ
ん
が
見
事

最
優
秀
賞
を
受
賞
。
篠
田
さ
ん
は
��

月
��
日
に
横
浜
市
の
神
奈
川
県
民

ホ
ー
ル
で
開
催
す
る「
か
な
が
わ

F
A
R
M
��
発
表
会
」に
出
場
す
る

予
定
で
す
。

දするࣰ田さんൃ͘ڧྗ

花
卉
部
幸
中
原
支
部
は
�
月
��

日
、
中
原
区
下
小
田
中
の
全
龍
寺
で

花
供
養
祭
を
行
い
ま
し
た
。

同
地
域
で
は
古
く
か
ら
シ
ク
ラ
メ

ン
や
パ
ン
ジ
ー
な
ど
の
花
卉
栽
培
が

盛
ん
で
、「
中
原
区
の
パ
ン
ジ
ー
」は
、

か
わ
さ
き
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
品
に
も

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
で
��
回
目
を
迎
え
る
供
養

祭
に
は
部
員
や
J
A
職
員
ら
��
人

が
参
列
。
生
活
の
糧
と
な
っ
た
花
の

霊
を
慰
め
る
た
め
順
番
に
焼
香
し
、

祈
り
と
感
謝
の
気
持
ち
を
さ
さ
げ

ま
し
た
。

鹿
島
連
支
部
長
は「
こ
の
供
養
祭

を
初
心
に
戻
る
き
っ
か
け
と
し
て
、

先
輩
方
が
積
み
重
ね
て
き
た
技
術
を

絶
や
さ
ぬ
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

ՖのྶʹفりΛささ͛るࣛౡࢧ෦௕

ン
ド
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」を
実
施
。

市
内
の
企
業
が
製
造
す
る
肌
に
優
し

い
ク
レ
ヨ
ン
を
手
に
塗
り
、か
わ
い

い
野
菜
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
が
書
か
れ

た
用
紙
に
ス
タ
ン
プ
の
よ
う
に
押
す

と
い
う
も
の
で
、訪
れ
た
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
宮
前
店
で
は
、
高
津
区
の

柏
木
智
壽
子
さ
ん
が
、
特
設
コ
ー

ナ
ー
で
自
身
の
加
工
品
を
対
面
販

売
。
ぬ
か
漬
け
や
ジ
ャ
ム
な
ど
試
食

を
交
え
て
紹
介
し
、多
く
の
来
場
者

が
手
に
取
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
他
、J
A
長
野
八
ヶ
岳
川
上

支
所
か
ら
直
接
仕
入
れ
て
き
た
新
鮮

な
高
原
野
菜
を
販
売
す
る
な
ど
、野

菜
に
関
す
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り

だ
く
さ
ん
の
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

野
菜
の
日
フ
ェ
ア
盛
況　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

青
年
の
主
張 

篠
田
さ
ん
が
最
優
秀
賞

花
の
霊
に
感
謝
し
て

8 

3
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PICK UPPICK UP

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

「
健
康
大
学
」学
び
の
ひ
ろ
ば「
正
し

い
車
い
す
の
使
い
方
」講
座
と
災
害
に

備
え
る「
減
災
セ
ミ
ナ
ー
」を
、�
～
�

月
に
か
け
て
全
�
回
開
催
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
�
月
��
日
午
前
に
行
わ

れ
た「
正
し
い
車
い
す
の
使
い
方
」講

座
で
は
、川
崎
市
在
住
の
��
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
川
崎
介
護
福
祉
士
会

の
�
人
が
講
師
を
務
め
、車
い
す
の

種
類
や
基
本
動
作
な
ど
を
説
明
。

「
車
い
す
か
ら
手
を
放
さ
な
い
で
」と

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、参
加
者
は

交
代
し
な
が
ら
実
際
に
車
い
す
に
乗

り
、屋
外
の
段
差
や
坂
、ト
イ
レ
の
利

用
な
ど
を
試
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は「
実
際
に
体
験
で
き
て
良
い
経

験
に
な
っ
た
」と
好
評
で
し
た
。

横
浜
・
川
崎
地
区
と
湘
南
地
区
の

ふ
る
さ
と
の
生
活
技
術
指
導
士
の
交
流

会
が
�
月
�
日
、
横
浜
市
都
筑
区
の

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン「
S
O
Z
A
I
Y
A
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

�
地
区
合
わ
せ
て
��
人
が
参
加
。

普
段
の
活
動
や
、
各
々
が
得
意
と
す

る
加
工
品
づ
く
り
の
こ
つ
な
ど
に
つ
い

て
情
報
交
換
を
行
っ
た
他
、
梅
干
し

づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
実
践
的

な
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
は「
互
い
の
得
意
な
技
術

を
教
え
合
い
有
意
義
な
時
間
に
な
っ

た
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

J
A
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地

域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
�
月
�

日
、中
原
区
の
等
々
力
陸
上
競
技
場

で
行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
の
J
リ
ー
グ

Y
B
C
ル
ヴ
ァ
ン
カ
ッ
プ
川
崎
フ
ロ

ン
タ
ー
レ
対
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
戦

に「
J
A
セ
レ
サ
川
崎
エ
キ
サ
イ
ト

マ
ッ
チ
」と
銘
打
ち
協
賛
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
初
と
な
る「
J
A
セ
レ

サ
川
崎
p
r
e
s
e
n
t
s
多
摩
川

梨
フ
ェ
ア
」を
開
催
。
場
内
外
の
売
店

で
市
内
産
の
多
摩
川
梨
を
使
っ
た
梨

プ
リ
ン
や
、梨
だ
れ
肉
巻
き
お
に
ぎ

り
な
ど
�
種
類
の
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー

が
販
売
さ
れ
、多
摩
川
梨
を
P
R
し

ま
し
た
。
梨
ジ
ュ
レ
を
使
っ
た
フ
ロ
ー

ズ
ン
ド
リ
ン
ク「
梨
チ
ー
ノ
」を
飲
ん

だ
サ
ポ
ー
タ
ー
は「
冷
た
い
フ
ロ
ー

ズ
ン
に
梨
ジ
ュ
レ
が
良
く
合
い
お
い

し
い
。
こ
れ
ま
で
市
内
産
の
梨
を
食

べ
る
機
会
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
が
、

今
後
は
購
入
し
て
み
た
い
」と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

場
外
で
は
市
内
産
の
野
菜
や
多
摩

川
梨
の
直
売
を
行
い
、多
く
の
サ
ポ
ー

タ
ー
が
新
鮮
な
農
産
物
を
買
い
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
は

抽
選
会
を
行
い
、市
内
産
野
菜
と
オ

リ
ジ
ナ
ル
ポ
ー
チ
を
約
1
0
0
0
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

試
合
は
�
対
�
で
フ
ロ
ン
タ
ー
レ

が
勝
利
。
最
も
活
躍
し
た
選
手
と
し

て
、�
点
目
を
決
め
た
脇
坂
泰
斗
選

手
に
森
安
男
副
組
合
長
が「
あ
ん
た

が
大
賞
」の
や
ま
と
豚
詰
め
合
わ
せ

の
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

生
活
技
術
の
伝
承
者　

地
域
を
越
え
て
交
流

地
元
サ
ポ
ー
タ
ー
に
多
摩
川
梨
を
P
R

࿬ࡔબखʹ໨࿥Λख౉す৿෭૊߹௕

སνʔϊΛߪೖするサϙʔλʔ

Ճऀࢀする׵తʹ৘ใަۃੵ ं͍すのಈ作ΛֶͿࢀՃऀ
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宿河原駅

■JA宿河原支店

�
新明国上教会

豊富な品ぞろえ

癒
さ
れ
る

॓Տݪ௚ചॴʢ֟ੜ໺ࡊੜऀ࢈௚ചձʣ ৽໌ڭ্ࠃձ��

今
回
は
J
R
南
武
線
登
戸
駅
で
下

車
し
、多
摩
川
口
か
ら
、街
歩
き
へ
出

発
し
ま
す
。

大
通
り
か
ら
小
道
に
入
り
、多
摩
川

沿
い
を
歩
い
て
い
る
と
、「
旅
カ
フ
ェ
」

と
書
か
れ
た
ガ
ラ
ス
張
り
の
お
店
に

到
着
。
気
に
な
っ
た
の
で
店
内
へ
入

り
、こ
ち
ら
で
店
イ
チ
オ
シ
の
ナ
ポ
カ

レ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

店
を
出
て
、
街
歩
き
を
再
開
し
ま

す
。
し
ば
ら
く
住
宅
地
を
歩
き
進
め

る
と
、
洋
菓
子
店
を
発
見
。
店
内
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
中
に
は
た
く
さ
ん

の
お
い
し
そ
う
な
洋
菓
子
が
並
び
、人

気
商
品
の
コ
ル
ネ
を
お
土
産
に
購
入

し
ま
し
た
。

店
を
後
に
し
、
街
歩
き
を
続
け
る

と
、商
店
街
が
あ
っ
た
の
で
、少
し
散

策
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
す
る

と
、「
自
家
焙
煎
珈
琲
」の
看
板
を
見
つ

け
ま
し
た
。
店
内
に
入
り
、コ
ー
ヒ
ー

の
い
い
香
り
に
癒
さ
れ
な
が
ら
店

主
お
す
す
め
の
シ
ン
グ
ル
オ
リ
ジ
ン

コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
は
ど
こ
へ
行
こ
う
か
な
と
考
え

て
い
る
と
、人
が
集
ま
る
直
売
所
が
！

の
ぞ
い
て
み
る
と
、た
く
さ
ん
の
旬
の

野
菜
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
常
連
の

方
が
多
く
、地
域
住
民
か
ら
重
宝
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
、買

い
物
を
し
て
い
た
地
元
の
方
が
、「
三

重
の
塔
を
見
て
お
い
で
」と
教
え
て
く

れ
た
の
で
早
速
向
か
っ
て
み
ま
す
。

教
え
て
い
た
だ
い
た
場
所
に
到
着
す

る
と
、立
派
な
本
堂
と
三
重
の
塔
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、近
く

を
静
か
に
流
れ
る
二
ケ
領
用
水
に
心

を
癒
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
今
回
の
街
歩

き
は
終
了
。
地
域
に
親
し
ま
れ
る
場

所
を
訪
ね
、人
々
の
優
し
さ
に
触
れ
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

買い物客のほとんどが徒歩や自転車で
訪れる地元に根付いた直売所。お客さ
んからは「新鮮でおいしい」と大好評です

大正元年（1912年）11月2日に開基し
ました。教えの根幹は、親孝行につと
め、先祖鎮守、火と水と日へ感謝する
ことであり、信教の如何にかかわらず、
すべての人に開かれていると伝えられ
ています。主な御祈願は、商売盛大や

夏はトマトやキュウリ、冬
にはダイコンやコマツナ、
キャベツなど旬のとれたて
野菜を販売しています

▪所 多摩区宿河原6-8-17
　

境内には池や木々、花などがあり、
自然を感じることもできます▪所 多摩区宿河原3-12-6 ▪営 月曜日・火曜日・金曜日10：30～ ※売り切れ次第終了

交通安全、良縁成就、宮参り、厄
除けなどとなっています。1月1
日には元旦祭（初参り）、2月には
節分祭、7月には火祭、11月には
火水祭など、さまざまな行事を
行っています。

場所 距離 時間
①⇨②1.5ｋｍ19分
②⇨③ 300ｍ 4分
③⇨④ 100ｍ 2分
④⇨⑤ 900ｍ12分

〈今回の街歩きの目安〉

宿河原を歩く
地域住民に愛される名店を巡る

　宿河原
　多摩区の東部に位置し、北は多摩川を挟んで
東京都狛江市、南は二ケ領用水を境にして長
尾、東は堰、西は登戸に接している。一説によ
ると、戦国時代までは登戸と同じく多摩川の北
側の地だったが、多摩川の大氾濫で流れが変
わり、南岸の地に移ったといわれ、現在はマン
ションや住宅などが多く立ち並ぶ地域。

川崎探検隊
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多摩川

JR 南武線

二
ケ
領
用
水

�
�

�

�

パティスリー アノー

旅カフェ シャンティ

宿河原駅

■JA宿河原支店宿河原直売所

大月珈琲

J
R
登
戸
駅

「お菓子を通じて地域の方と輪を広げていきたい」との思
いで、2008年8月にオープンしました。アーモンドプード
ルなどは朝挽いたものを使用。新鮮で香りの良い材料に
こだわり、一つ一つ心を込めて丁寧に作っています

2019年4月にオープンし、世
界中を旅してきたオーナー
＆シェフが各国で出会った料
理を提供しているカフェ。約
50種類の料理と20種類の
世界のビールやブルーラテ
など種類が豊富なドリンクが
そろっています。器も海外で
買ってきたものなどを使用し
ているので、旅行気分も味わ
うことができます

大きなガラス張りの造りになっているの
で、河川敷や電車を眺めながらゆったり
できる開放感あふれる店内。テラス席
もあるので、ペット連れもＯＫです。こ
だわりは、自分たちで書いた世界地図。
バーカウンターでは昼飲みもできます

ネパールで修行したシェフが、本場の家庭の
味をベジカレー・肉カレー・気まぐれカレーの
3種類を日替わりで提供しています。

店内に並ぶ約80種類のケーキや焼菓子は手作りです。
誕生日や記念日などのデコレーションケーキの注文も
承っています

お
し
ゃ
れ
な
店
内

人
気
商
品
♪

い
い
香
り
♪

店主おすすめ

生地の中に特製のカスタードクリームがたっぷり入った
「コルネ（あのね）」はお土産にも人気の商品。10月以
降は一番栗を贅沢に使用したモンブラン「栗山」もおす
すめです

おいしそうな品々

ཱྀΧϑΣ�シϟϯςΟ

ύςΟεϦʔ�Ξϊʔ�

�

�

おしゃれな店内
本場の味！

�

▪所 多摩区宿河原2-4-16 ア・ボートルサンテ1F
▪営 10：00～19：00　▪休 1月1日～3日 ▪所 多摩区宿河原3-5-41-101 ▪営 10：00～19：00　▪休 水曜日・木曜日

▪所 多摩区宿河原1-1-2 カスタムアパートメント1F ▪営 12：00～23：00（ラストオーダー 料理22：00、ドリンク22：30） ▪休 水曜日

େ݄ᘖᘣ

「安心・安全・新鮮」をモットーに
2015年3月にオープンしました。

昭和の直火式焙煎機
で、新鮮な珈琲豆を焙
煎。生産者と生産方
法が明確で、国際的な
評価基準をクリアし
た特別なコーヒーで
ある「スペシャルティ 
コーヒー」を中心に約
15種類の珈琲豆や30
種類ほどのドリンクの
他、トーストや焼菓子
も販売しています

店主がこだわった喫茶スペー
ス。テイクアウトも可能で、
湯を注ぐだけで簡単に作れる
ドリップコーヒーなどはお土
産に人気です

ハートのラテアー
トがかわいらしい
ホットカフェラテ

（左）、新豆を使用
したシングルオリ
ジンコーヒー（右）

こ
だ
わ
り
の
器モロッコで購入したタジン鍋はデ

ザート器として使用しています
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15
年
ほ
ど
前
、
生
涯
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。

程
な
く
し
て
初
の
コ
ン
ペ
に
参
加
し
た

際
、
自
分
よ
り
も
ず
っ
と
年
配
の
方
々

が
遥
か
に
良
い
ス
コ
ア
で
回
る
姿
を
見

て
、
負
け
ず
嫌
い
に
火
が
付
き
ま
し
た
。

毎
週
末
練
習
場
に
通
い
、
数
ヶ
月
後

か
ら
は
コ
ー
チ
に
よ
る
レ
ッ
ス
ン
も
受

講
。体
の
軸
や
フ
ェ
イ
ス
の
角
度
な
ど
、

気
を
付
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
て
練

習
に
励
み
、
3
年
ほ
ど
で
1
0
0
を
切

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

よ
り
上
達
し
た
い
一
心
で
タ
バ
コ
も

止
め
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
る

な
ど
、
体
力
作
り
に
も
励
み
ま
し
た
。

腕
が
上
が
る
に
つ
れ
、一
緒
に
ラ
ウ
ン
ド

す
る
友
人
に
自
分
が
培
っ
て
き
た
ポ
イ

ン
ト
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
よ
う
に
な
る

と
、友
人
の
ス
コ
ア
は
目
に
見
え
て
改
善
。

併
せ
て
ゴ
ル
フ
に
対
す
る
意
識
や
興
味

が
変
わ
っ
て
い
く
姿
に
、
大
き
な
手
応

え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
人
に
教
え
る
技
術
と
自
分

の
技
術
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
た
い
と
今

年
9
月
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
プ
ロ
テ
ス
ト
に

挑
戦
。
見
事
合
格
し
、
全
米
ゴ
ル
フ
教

師
協
会
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
ま
し
た
。

今
後
は
ゴ
ル
フ
理
論
や
技
術
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
、
ゴ
ル
フ
が
面
白
い
と

思
え
る
人
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ֶぶことが好きで、他
にも2ڃフΝイナンシャ
ル・プランχングٕ能࢜
や、૬ଓアドバイザー、
フΥークリフト໔ڐな
ど多༷な֨ࢿを࣋って
います。

本ٱ௡区ߴ
খ઒ ࿨෉͞Μ

PROFILE

私の好きなこと

ゴルフの面白さを
　　　　伝えたい
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川
崎
育
ち
の
ホ
タ
ル
を
市
内
に

幸
区
北
加
瀬 

大
野 

勝
彦
さ
ん

8
年
前
に
埼
玉
県
川
越
市
で
開
か
れ

た
観
賞
会
で
、
3
0
0
0
匹
の
ホ
タ
ル

が
放
つ
幻
想
的
な
光
に
感
動
し
、
飼
育

を
始
め
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
は
自
宅
の
飼
育
部
屋
で
成
虫

に
な
る
ま
で
約
1
年
掛
け
て
飼
育
。
7

月
に
産
卵
後
、
翌
年
5
月
ま
で
水
槽
で

育
て
、
サ
ナ
ギ
に
な
る
直
前
に
水
苔
と

赤
玉
土
が
入
っ
た
飼
育
箱
に
移
し
、
成

虫
に
な
る
ま
で
待
ち
ま
す
。

当
初
、
き
れ
い
な
水
と
餌
の
タ
ニ
シ

を
確
保
す
る
た
め
、
紹
介
さ
れ
た
川
越

市
内
の
川
に
隔
週
で
通
い
、
毎
回
浴
槽

1
杯
分
ほ
ど
の
水
を
運
搬
。
5
年
前
か

ら
は
近
所
の
友
人
に
井
戸
水
を
分
け
て

貰
って
い
ま
す
が
、タ
ニ
シ
は
1
日
頑
張
っ

て
も
バ
ケ
ツ
半
分
程
度
し
か
採
れ
ず
、

冬
は
氷
が
張
る
川
に
入
る
な
ど
苦
労
の

連
続
で
す
が
、
無
事
に
土
か
ら
出
て
き

た
成
虫
を
見
る
と
苦
労
も
忘
れ
ま
す
。

　

大
切
に
育
て
た
3
0
0
0
匹
の
ホ
タ

ル
の
光
を
地
域
の
人
に
観
て
も
ら
お
う

と
蚊
帳
や
竹
を
準
備
し
て
町
内
会
館
な

ど
で
観
賞
会
を
開
催
。
み
ん
な
が
感
動

し
て
く
れ
る
姿
に
大
き
な
手
応
え
を
感

じ
て
い
ま
す
。

飼
育
に
励
む
中
、
2
年
前
に
妻
が
脳

梗
塞
で
入
院
し
ま
し
た
。
看
病
の
関
係

か
ら
飼
育
を
諦
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ

妻
か
ら
「
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
の
た
め

に
や
め
な
い
で
」と
言
わ
れ
継
続
を
決

意
。
急
な
暑
さ
で
水
が
腐
り
、
幼
虫
が

激
減
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
い
ま
し
た
が
、

例
年
通
り
の
数
を
育
て
、
妻
に
届
け
た

時
の
笑
顔
が
今
の
原
動
力
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
年
に
タ
ニ
シ
を
川
崎
市

内
の
川
で
見
つ
け
、
水
と
餌
が
市
内
産

の
ホ
タ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
9
月

に
は
ホ
タ
ル
を
育
て
る
仲
間
を
増
や
そ

う
と
「
川
崎
の
灯
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ホ

タ
ル
愛
好
会
」を
発
足
。
今
後
「
川
崎

育
ち
の
ホ
タ
ル
」
を
市
内
全
域
に
広
め

て
い
き
た
い
と
意
欲
を
燃
や
し
ま
す
。
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作業はいつも弟（永井貴生さん）と
ともに二人三脚で、楽しく仕事に励ん
でいます。平成25年には鶏舎の衛生
環境が評価され、神奈川県畜産環境コ
ンクールで優秀賞を受賞しました。新
鮮卵は自宅前の自動販売機でも販売し
ているので、ぜひお買い求めください。

Power's Voice

༮
い
ࠒ
か
ら
見
て
い
た
෕
の
ཆ
ܲ
ۀ
を

自
෼
΋
ࢧ
え
た
い
と
、
28
೥
લ
に
ۈ
め
て

い
た
ձ
ࣾ
を
ࣙ
め
家
ۀ
を
ܧ
͗
ま
し
た
。

ݱ
ࡏ
は
ఋ
と
̎
人
で
、
ٶ
લ
۠
内
で
།
一

の
ཆ
ܲ
೶
家
と
し
て
、
໿
̎
̌
̌
̌
Ӌ
の

ܲ
を
ࣂ
ҭ
。
ཛ
は
ຖ
日
自
宅
で
の
直
売
の

ଞ
、
η
レ
α
Ϟ
ス
へ
出
ՙ
し
て
い
ま
す
。

࢓
ࣄ
の
ج
ૅ
は
෕
か
ら
教
Θ
り
ま
し
た

が
、
౰
࣌
の
ࣂ
ҭ
方
๏
は
「
ฏ
ࣂ
い
」
と

い
う
、
؆
୯
な
ࡤ
と
԰
ࠜ
が
あ
る
だ
け
の

ঢ়
ଶ
。
地
域
の
宅
地
開
発
が
進
Ή
に
つ
れ
、

ष
い
΍
໐
き
੠
な
ど
प
ล
؀
ڥ
へ
の
഑
ྀ

が
ඞ
ཁ
と
な
り
、
ฏ
੒
̐
೥
に
「
΢
イ
ン

υ
レ
ス
ܲ
ࣷ
」
に
ݐ
て
ସ
え
ま
し
た
。
԰

内
で
の
ࣂ
ҭ
に
੾
り
ସ
え
る
こ
と
に
よ
り
、

૽
Ի
の
ܰ
ݮ
を
は
͡
め
ܲ
ࣷ
内
֎
の
Ӵ
ੜ

؀
ڥ
΋
向
্
し
ま
し
た
。

ࣂ
ҭ
が
し
΍
す
く
な
る
一
方
で
、
大
ྔ

ੜ
産
は
໨
ࢦ
さ
ͣ
、
常
に
品
࣭
を
࠷
優
ઌ

に
考
え
、
ܲ
の
छ
ྨ
は
ۛ
ຯ
し
て
બ
ん
だ

੺
ܥ
の
ཛ
を
産
Ή
̍
छ
ྨ
に
ݶ
ఆ
。
৭
ຯ

が
ڧ
く
、
ӫ
ཆ
Ձ
の
ߴ
い
ཛ
を
産
ん
で
く

れ
る
よ
う
に
ᷛ
の
഑
෼
を
޻
෉
す
る
ଞ
、

水
は
ੲ
か
ら
ม
Θ
ら
ͣ
地
下
水
を
く
み
্

͛
て
༩
え
て
い
ま
す
。

こ
だ
Θ
り
の
ཛ
を
よ
り
޿
く
஌
っ
て
΋

ら
い
た
い
と
、
20
೥
΄
ど
લ
か
ら
、
ಠ
自

の
ϒ
ラ
ン
υ
ઓ
ུ
を
࣮
ફ
。
地
元
「
ੁ
ੜ

ケ
ٰ
」
一
ଳ
の
ݹ
く
か
ら
の
ݺ
শ
「
ඕ

ݪ
ớ
ͻ
え
ば
ら
Ờ」
を
、
ੲ
は
「
へ
ー
ば
ら
」

と
ݺ
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
ヒ
ン
τ
を
ಘ
て
、

「
)
&
ổ
#
"
3
" 

/
0 

.
&
(
6
.
*

ớ
へ
ー
ば
ら
の
め
͙
み
Ờ」と
໊
෇
け
ま
し
た
。

ซ
せ
て
、
ཛ
を
入
れ
る
ശ
΋
一
৽
。
ւ
֎

の
༗
໊
ϒ
ラ
ン
υ
を
ࢀ
考
に
し
な
が
ら
、

ै
དྷ
の
ཛ
の
イ
ϝ
ー
ジ
と
は
一
線
を
ը
す

ߴ
ڃ
ײ
の
あ
る
΋
の
に
し
ま
し
た
。

今
で
は
、「
৽
઱
で
、
ԫ
਎
を
സ
で
௫
め

る
」、「΋
う
ଞ
の
ཛ
は
৯
΂
ら
れ
な
い
」な
ど
、

う
れ
し
い
ݴ
༿
を
΋
ら
う
こ
と
が
多
く
なっ

た
こ
と
に
Ճ
え
、
ϒ
ラ
ン
υ
ઓ
ུ
΋
ޭ
を
૗

し
、
ଃ
౴
用
の
ध
ཁ
΋
૿
Ճ
。
さ
ら
に
は
、

ଃ
ら
れ
た
方
が
自
ら
買
い
に
དྷ
て
く
れ
る
こ

と
΋
あ
り
、
大
き
な
΍
り
が
い
を
ײ
͡
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
΋
、
઱
౓
と
ຯ
に
ଥ
ڠ
す
る
こ

と
な
く
、
ফ
අ
ऀ
に
ت
ん
で
΋
ら
え
る
ཛ
ͮ

く
り
に
શ
ྗ
を
஫
い
で
い
き
ま
す
。

築
き
上
げ
る
ブ
ラ
ン
ド
価
値

宮
前
区
菅
生
ケ
丘
　
大
木 

孝
一
さ
ん
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4)O,U NOU4)O,U NOU

サ
ツ
マ
イ
モ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る

で
ん
ぷ
ん
な
ど
の
糖
質
が
主
成
分
で
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
役
立
つ
カ
リ
ウ
ム

や
食
物
繊
維
も
豊
富
で
す
。
ま
た
、
加
熱

に
よ
る
損
失
が
少
な
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が

含
ま
れ
て
お
り
、
他
の
野
菜
よ
り
も
一
度

に
食
べ
る
量
も
多
い
の
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

の
補
給
源
と
し
て
も
優
秀
で
す
。
ベ
ー
タ

カ
ロ
テ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
も
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
活
性
酸
素
の
害
か
ら
体
を
守

る
働
き
が
高
ま
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
、
注
目
す
べ
き
成
分
は
サ
ツ
マ

イ
モ
特
有
の
成
分
で
あ
る
ヤ
ラ
ピ
ン
（
切

り
口
か
ら
出
る
白
い
樹
脂
）。
腸
の
動
き

を
活
発
に
し
、
便
を
や
わ
ら
か
く
す
る
効

果
が
あ
り
、
食
物
繊
維
と
の
相
乗
効
果
で

腸
を
き
れ
い
に
す
る
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
栄
養
の
多
く
は
皮
、
ま
た
は
実
と

皮
の
間
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
な

る
べ
く
皮
ま
で
一
緒
に
食
べ
る
調
理
法

で
無
駄
な
く
栄
養
を
取
り
込
む
こ
と
が

大
切
で
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
で
ん
ぷ
ん
は
、
加
熱
に

よ
っ
て
糖
に
変
わ
り
ま
す
。
甘
み
を
引
き

出
し
た
い
場
合
は
低
温
で
じ
っ
く
り
加

熱
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
サ
ツ
マ
イ
モ
は

水
分
が
少
な
い
の
で
、
よ
く
か
ま
ず
に
飲

み
込
む
と
、
の
ど
に
つ
か
え
て
胸
焼
け
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
る
べ
く
水
分

を
摂
り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
か
ん
で
食
べ

ま
し
ょ
う
。

購
入
す
る
際
は
、
ふ
っ
く
ら
と
し
て
い

て
皮
の
色
が
鮮
や
か
で
傷
や
黒
ず
み
が
な

く
ヒ
ゲ
根
の
少
な
い
物
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　　
サツ
マイモと

甘辛炒め

材料（3～4人分）

作り方

˔απϚΠϞŋŋŋŋŋŋ 200H
˔ಲόϥ೑ʢεϥΠεʣ�ŋŋ 200H
˒ে༉ŋŋŋŋŋŋŋŋŋେ͞͡2
˒ίνϡδϟϯŋŋେ͞͡1�2
˒ΈΓΜ�ŋŋŋŋŋŋŋ େ͞͡1

˒ञŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ େ͞͡1
˒࠭౶�ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ খ͞͡1
˒࿨෩ͩ͠ͷௐຯྉŋ�ŋ খ͞͡1
˔ന͝·ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋదྔ
˔ย܀คŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ খ͞͡1
˔αϥμ༉ŋŋŋŋŋŋେ͞͡1�2

ᶃ�απϚΠϞ͸ൽ͝ͱҰޱେʹ੾Γɺ3෼΄Ͳਫʹ͞
Β͔ͯ͠Β଱೤༰ثʹೖΕɺϥοϓΛ͔͚ిࢠϨϯδ
ʢ500XʣͰ�෼ఔ度Ճ೤͢Δɻ
ᶄ�ಲ೑ΛҰޱେʹ੾Γย܀คΛ·Ϳ͠ɺࠞ ͥ߹ΘͤΔɻ
ᶅ�˒ Λࠞͥ߹Θ͓ͤͯ͘ɻ
ᶆ�ϑϥΠύϯʹαϥμ༉ΛೖΕᶄΛᖱΊΔɻಲ೑ʹՐ͕௨ͬ
ͨΒᶃΛՃ͑ͯશମతʹ༉͕͍͖ΘͨΔΑ͏ʹᖱΊΔɻ
ᶇ�ᶅΛϑϥΠύϯʹճ͠ೖΕɺௐຯྉ͕શମʹབྷΉΑ͏ʹ
ᖱΊ߹Θͤɺޙ࠷ʹന͝·ΛৼΓೖΕͨΒͰ͖͕͋Γɻ

4)O,U NOU4)O,U NOU

と 甘

サ
ツマイ
モ

α
π
Ϛ
イ
Ϟ
は
ヒ
ル
ガ
オ
Պ
α
π

Ϛ
イ
Ϟ
ଐ
の
২
物
。
中
南
ถ
が
ݪ
産

地
と
い
Θ
れ
、
ل
元
લ
か
ら
࠿
ഓ
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
コ
ϩ
ン
ϒ
ス
に

よ
っ
て
Ϥ
ー
ϩ
ỽ
ύ
に
఻
Θ
り
、
そ

の
後
Ξ
ジ
Ξ
ॾ
ࠃ
へ
޿
が
り
ま
し

た
。
日
本
で
は
ߐ
戸
࣌
୅
に
Ḉ
摩
ࠃ

か
ら
޿
ま
り
、
΍
せ
た
土
地
で
΋
ҭ

つ
こ
と
か
ら
ٌ
ᰳ
に
ڧ
い
࡞
物
と
し

て
࠿
ഓ
が
঑
ྭ
さ
れ
、
શ
ࠃ
త
に
ී

ٴ
し
ま
し
た
。

౰
ॳ
は
「
౜
い
΋
」
と
ݺ
ば
れ
て

い
ま
し
た
が
、
ؔ
౦
な
ど
で
は
、
Ḉ

摩
ൡ
か
ら
఻
Θ
っ
た
΋
の
と
し
て

「
さ
つ
ま
い
΋
」
と
ݺ
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

פ
さ
に
ऑ
い
の
で
、
৽
聞
ࢴ
で
แ

ん
で
常
Թ
で
อ
ଘ
し
ま
し
Ỷ
う
。

17 CERESA No.265



※JAでは、本欄で執筆している営農技術顧問による
営農相談コーナーを開いています。

　病害虫被害の場合は、被害作物をお持ちいただくと
助かります。開催日は22ページをご参照ください。

営農技術顧問  衣巻 巧

ヤサイゾウムシに
　注意しましょう

担当業務 出勤日
志村　　隆 花卉・植木栽培指導、病害虫全般 月・火・木・金
片木　新作 果樹栽培指導、病害虫全般 月・水・金
吉田　敏政 野菜栽培指導、病害虫全般 月・火・水・木
衣巻　　巧 野菜栽培指導、病害虫全般 月・火・木・金

〈営農技術顧問〉

※記載日はあくまでも基本の出勤日。休暇・行事によっては顧問不在の場合有

9 月から翌年の 5月頃まで幼虫および成虫
が加害します。中でも 11月～ 2月頃の幼虫に
よる食害が甚大です。多種の作物に被害を与
え、特に、秋冬のアブラナ科野菜のハクサイ、
ダイコン、コマツナ、キャベツ等の被害が大
きいです。

成虫は体長約10㎜、
赤褐色で鱗片と毛に覆
われて光沢がありませ
ん。上翅に淡灰色の V
形の白い斑紋がありま
す。翅が退化しており、
飛ぶことはできず、歩
いて移動します。
幼虫は約10～14㎜、

緑灰色～緑色で、無脚
で芋虫のように動きな
がら葉の上を移動し、
食害します。卵は半楕
円形～円形で黄土色で
す。ブラジル原産の害
虫で日本には 1942 年
頃侵入定着しました。
日本では本州や四国、
九州で発生しており、
海外では台湾や豪州、
北米、アフリカにも発
生しています。日本で

は雌しか発見されず、
単為生殖で増殖して
います。年 1 回の発
生で、成虫は 9 月以
降に畑にある作物（ハ
クサイやダイコン、
コマツナ、ホウレン
ソウなど）に周囲の
雑草等から侵入して
食害し、産卵します。
その後孵化した幼虫
がその作物を食害し、
春以降成虫になりま
す。越冬は主に幼虫で
ハクサイやコマツナ、
アレチノギク、ヒメ
ジョオンなどの葉間、
葉下で行われます。
防除方法はハクサ
イやコマツナなどで
は、播種期以降成虫が侵入しないよう、畑周
辺に溝を掘り、防虫ネットを設置します。また、
周辺雑草の除草は、効果が高いので実施して
ください。ハクサイやダイコン、コマツナな
どでヤサイゾウムシに登録のある農薬はない
ですが、ピレスロイド系農薬は効果が高いの
で、作物登録のあるピレスロイド系農薬（ア
グロスリン、アディオン等）で対応します。
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ϞφɾΧαϯυϥ11月の運勢
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【全体運】物事を邪推しやすくなる
暗示。意識してプラスの発想に転
換を。神社や仏閣に足を運ぶと心
が落ち着きそう
【健康運】無理しがち。体をいたわ
ることで開運に
【幸運の食べ物】カブ

【全体運】優柔不断になりやすい月
です。信頼できる人に助言を求め、
参考にすると◎。リラックスする
には音楽鑑賞を
【健康運】まずまず。漢方やハーブ
に注目してみて
【幸運の食べ物】ギンナン

【全体運】心理的に不安定になりや
すいよう。笑顔を心掛ければ、自
然に気持ちも上向きに。野菜中心
の料理がお勧め
【健康運】体を動かすほど、健康に
近づける時期
【幸運の食べ物】ニンジン

【全体運】レジャー運が活性化しま
す。気の合う友人と出掛けると、
素晴らしい発見が多いはず。新
チャレンジも大賛成！
【健康運】暴飲暴食は禁物。栄養バ
ランスを大切に
【幸運の食べ物】シイタケ

【全体運】やや停滞気味。問題発生
時には、周囲の意見に耳を傾ける
とグッド。厄払いにリビングや寝
室の掃除も有効です
【健康運】軽い運動にツキ。散歩や
体操を楽しんで
【幸運の食べ物】シシャモ

【全体運】良縁に恵まれるので、人
脈拡大を意識し、積極的に集ま
りの場に参加して。趣味がプロ
の腕前に到達しそう
【健康運】スキンケアに集中を。良
質な睡眠が大事
【幸運の食べ物】カリン

【全体運】いきなり高評価を目指
さず、「急がば回れ」で取り組んだ
方が成果につながります。リフ
レッシュは露天風呂へ
【健康運】体力過信にご用心。準備
運動は念入りに
【幸運の食べ物】ハクサイ

【全体運】新しいことをスタートさ
せるのに最適。未体験ジャンルで
も成功率は高め。にぎやかな場所
に行くと運気がアップ
【健康運】不規則な生活になりやす
いよう。自制を
【幸運の食べ物】柿

【全体運】周りとの調和をモットー
に過ごしたい月。また、物質面よ
り精神的なものに重きを置くこと
で、うれしい変化が
【健康運】スポーツジムなどで体を
鍛えるとラッキー
【幸運の食べ物】のり

【全体運】身近な人の良い面を吸収
できる時期。体験談をつづった本
を読むのも大いに参考に。習い事
の集まりは刺激抜群
【健康運】小まめなストレス解消が
体調に好影響大
【幸運の食べ物】ホウレンソウ

【全体運】自己流にこだわり、物事
を停滞させがち。謙虚に他の方法
を探して。発想力アップには、お
香をたくのが効果的
【健康運】汗を流すと体調回復へ。
運動を楽しんで
【幸運の食べ物】フグ

【全体運】何ごとにも意欲的に臨め
るはず。ひらめいたら、即動くの
がベスト。ネットを通じて良い出
会いがある可能性も
【健康運】代謝促進を図って。マッ
サージが一番
【幸運の食べ物】小豆

おひつじ座 ��2�ʙ���� おうし座 ��2�ʙ5�2� ふたご座 5�2�ʙ��2� かに座 ��22ʙ��22

しし座 ��2�ʙ��22

いて座 ���2�ʙ�2�2�

おとめ座 ��2�ʙ��22

やぎ座 �2�22ʙ����

てんびん座 ��2�ʙ���2�

みずがめ座 ��2�ʙ2���

さそり座 ���2�ʙ���22

うお座 2���ʙ��2�

࠮
ٗ
被
害
๷
ࢭ
ʹ
޲
͚
ͨ
౰
̟
̖
ͷ
औ
Γ
૊
Έ

特
घ
࠮
ٗ
が
多
発
す
る
中
ࡢ、
今
は
൜
ࡑ
グ

ル
ー
プ
が
、金
༥
機
関
職
員
や
ܯ
࡯
等
を
名
乗
り
、

高
ྸ
の
方
か
ら
キ
ャッ
シュカ
ー
ド
を
᱐
し
取
って
、

Ａ
̩
̢
か
ら
資
金
を
引
き
出
す
な
ど
、手
ޱ
が
޼

ົ
化
し
、ඃ
害
が
ま
す
ま
す
֦
大
し
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
࠮、
ٗ
ඃ
害
を
ະ
વ
に
防
ࢭ
し
、組

合
員
の
օ
さ
ま
の
大
切
な
ஷ
金
を
お
क
り
す
る
た

め
、令
和
元
年
�
月
຤
時
点
で
、ա
ڈ
�
年
以
上

Ｊ
Ａ
ஷ
金
ޱ
座
で
の
お
取
引
が
な
い
ຬ
��
歳
以
上

の
ݸ
人
を
対
৅
に
��
月
��
日
以
降
、Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

キ
ャッ
シュカ
ー
ド
を
利
用
し
た
１
日
あ
た
り
のň

出

金
ʴ
ৼ
ସớ
ৼ
ࠐ
含
む
Ờ合
ܭ
金
ֹŉ

を
�
ԁ
に
制

ݶ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
対
৅
と
な
り
、利
用

制
ݶ
を
ر
望
さ
れ
な
い
方
は
、キ
ャッ
シュカ
ー
ド
発

行
店
૭
ޱ
ま
で
ご
૬
ஊ
く
だ
さ
い
。
Կ
ଔ
ご
理
解

の
΄
ど
よ
ろ
し
く
お
ئ
いい
た
し
ま
す
。

ݩ
߸
ͷ
ม
ߋ
ʹ
৐
͡
ͨ
ख
ޱ
ʹ
஫
ҙ
ʂ

神
奈
川
県
ܯ
࡯
で
は
、特
घ
࠮
ٗ
の
๾
໓
に
向
け
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
の
࠮
ٗ
の
手
ޱ
な
ど
を
公
開
。

元
߸
の
ม
ߋ
に
乗
じ
た
手
ޱ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
キ
ャッ
シュカ
ー
ド
や
通
帳
を
騙
し
取
る

ň

元
߸
が
ม
わ
る
た
め
、キ
ャッ
シュカ
ー
ド
が
使

え
な
く
な
る
の
で
交
換
し
ま
すŉ

な
ど
と
᱐
し
、҉

ূ
番
߸
を
ฉ
き
出
す
手
ޱ

②
キ
ャッ
シュカ
ー
ド
を
送
付
さ
せ
る

全
ࠃ
ۜ
行
協
会
を
૷
い
、「
元
߸
の
改
元
に
よ
る

ۜ
行
法
改
正
に
つい
て
」と
題
す
る
資
料
を
༣
送

し
、҉
ূ
番
߸
等
を
記
ࡌ
さ
せ
た
ਃ
ࠐ
書
お
よ
び

キ
ャッ
シュカ
ー
ド
を
༣
送
さ
せ
る
手
ޱ

セ
レ
サ
通
信

͝ʹٗ࠮ΊࠐϗʔϜϖʔδʮৼΓ࡯ܯݝɿਆಸ઒ߟࢀ ஫ҙΛʯ

ਆಸ川࡯ܯݝఏڙ情報

川崎市過去5年間の特殊詐欺認知状況
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読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

m
ail  b

ox

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

川
崎
探
検
隊
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。ま

た
、ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
は
頭
の
体
操
に
な
り

ま
す
ね
。　　
　
　
　

   （
宮
前
区・舩
山
さ
ん
）

毎
月
の
楽
し
み

機
関
誌
の
運
勢
に
書
か
れ
て
い
る
幸
運
の
食

べ
物
を
見
て
、セ
レ
サ
モ
ス
で
買
い
物
を
し
ま
す
。

セ
レ
サ
モ
ス
に
な
い
食
べ
物
が
載
っ
て
い
る
と
購

入
で
き
な
い
の
で
残
念
で
す
。

　
　
　
　
　
（
麻
生
区・黒
田
さ
ん
）

わ
く
わ
く
す
る
街
歩
き

毎
号
、機
関
誌
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。川

崎
探
検
隊
が
好
き
で
、パ
ン
屋
さ
ん
の
紹
介
が
あ

る
と
す
ぐ
に
買
い
に
行
き
ま
す
。ア
ッ
プ
ル
パ
イ

が
大
好
き
で
す
♪        （
中
原
区・川
口
さ
ん
）

こ
れ
か
ら
も
咲
き
続
け
て
ね

PICK UP

の
ペ
ー
ジ
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や

体
験
の
記
事
が
載
っ
て
い
て
、読
ん
で
い
て
楽
し

い
で
す
ね
。ま
た
、宮
前
平
支
店
で
も
ら
っ
た
鉢

植
え
の
花
が
今
で
も
元
気
に
咲
き
続
け
て
い
ま

す
。長
生
き
で
す
ね
。      （
宮
前
区・遠
藤
さ
ん
）

参
考
に
な
り
ま
し
た

食
&
農
の
記
事
を
読
み
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は

食
物
繊
維
が
豊
富
な
こ
と
や
腸
の
動
き
を
活

発
に
し
、便
通
を
整
え
る
こ
と
な
ど
を
知
り
、

食
べ
た
く
な
り
ま
し
た
。   （
幸
区
・
外
木
さ
ん
）

次
も
た
く
さ
ん
実
を
つ
け
て
ね

今
年
の
5
月
に
セ
レ
サ
モ
ス
宮
前
店
で
ナ
ス

の
苗
を
買
い
ま
し
た
。大
き
く
育
ち
、た
く
さ
ん

の
実
を
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
後
切
り
戻

し
を
し
、第
2
の
人
生
を
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。　　
　
　
　
　　
（
宮
前
区
・石
原
さ
ん
）

役
に
立
ち
ま
し
た

今
年
か
ら
家
庭
菜
園
を
始
め
ま
し
た
。ル
ッ
コ

ラ
の
葉
が
萎
え
て
し
ま
っ
た
り
、害
虫
が
多
く
て

困
っ
て
い
ま
し
た
が
、8
月
号
の
農
作
業
ノ
ー
ト

の
記
事
が
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。今
度
、

農
作
業
ノ
ー
ト
の
内
容
を
セ
レ
サ
モ
ス
で
直
接

聞
く
機
会
が
あ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

（
稲
城
市
・
松
島
さ
ん
）

作
っ
て
み
ま
し
た

毎
月
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。セ
レ
サ
モ
ス
へ
買

い
物
に
行
く
の
で
す
が
、農
産
物
が
新
鮮
で
う

れ
し
い
で
す
ね
。ま
た
、DISH UP!

に
載
っ
て
い

た「
き
ゃ
ぶ
ら
ぎ
の
佃
煮
」を
早
速
作
り
、家
族

に
好
評
で
し
た
。 　
　

 （
宮
前
区
・
髙
木
さ
ん
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

先
日
、J
A
に
ナ
ス
の
病
気
の
消
毒
に
つ
い

て
教
え
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、見
事
に
治
り
、た

く
さ
ん
収
穫
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
麻
生
区
・
古
澤
さ
ん
）

投
稿
の
お
礼

　
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ご
感
想
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
J
A
広
報
課
）

8FC αΠτ͔ΒͷԠื͸ͪ͜Β͔Β
IUUQT���XXX�KBDFSFTB�PS�KQ�DPOUBDU�RVJ[�IUNM

川
崎
市
宮
前
区
宮
崎

　
　
　
　
　

 

2-

13-

38

①�

ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
ラ
と
吹
き
ま
す

③
ご
指
導
ご
○
○
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

⑥
車
を
運
転
す
る
の
は
ド
ラ
イ
バ
ー
、
バ
イ
ク
の
場
合
は

⑧
日
本
人
の
主
食
で
す

⑨
ピ
サ
の
斜
塔
が
あ
る
国

⑪
穂
が
美
し
い
野
草

⑬
大
き
く
立
派
な
家
の
こ
と

⑮
彼
は
上
司
に
も
○
○
置
か
れ
る
存
在
だ

⑰
生
兵
法
は
大
○
○
の
も
と

⑱
果
物
の
こ
と
。
和
食
の
コ
ー
ス
で

　

デ
ザ
ー
ト
を
こ
う
呼
ぶ
こ
と
も

⑳
映
画
や
小
説
の
大
ま
か
な
内
容
の
こ
と

�
富
有
、
次
郎
な
ど
の
品
種
が
あ
り
ま
す

λςのΧΪ
①�

ボ
ジ
ョ
レ
ー
・
ヌ
ー
ボ
ー
を
輸
出
す
る
国

②
沖
縄
の
海
に
い
る
マ
ン
タ
も
こ
の
仲
間

③
ア
ル
フ
ァ
と
ガ
ン
マ
の
間
で
す

④
一
つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
に
多
く
の
機
器
を
つ
な
ぐ
○
○
配
線

⑤
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
塗
る
物

⑦
と
て
も
良
い
と
さ
れ
て
い
る
お
み
く
じ
の
運
勢

⑩
不
要
な
部
分
を
省
い
て
描
き
ま
す

⑫
灰
皿
に
た
ま
る
物

⑭
結
婚
式
を
行
う
こ
と

⑯
カ
エ
デ
の
別
名
で
す

⑰
化
粧
水
や
乳
液
で
ス
キ
ン
○
○
を
し
た

⑲
絵
を
描
く
職
業
の
一
つ

ϤίのΧΪ

�
月
の
こ
た
え

このコーナーでは身近な出来事など、皆さまからのお便りをお待ちしております。
お便りをいただいた方およびクロスワードパズルにお答えいただいた方の中から抽選で5人
の方に、セレサモス等で使える全国農協商品券1,000円分をプレゼントします。応募方法は
郵送（右記を参照）またはWebサイト（ https://www.jaceresa.or.jp/contact/quiz.htmlまたは
QRコード読み取り）より。

なお、写真の掲載を希望される方は、プリントを封書、またはメール（info@jaceresa.or.jp）に
ご送付ください。
※匿名を希望される場合は、必ずペンネームをお書き添え（Webサイトの場合はその他欄に

入力）ください。
※個人情報保護法に基づき、応募された方の個人情報は賞品発送以外には使用しません。

◆ 応 募 方 法 ◆ お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
感
想
、イ
ラ
ス
ト
等
は

本
誌
で
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎締切　11月18日（月）必着

①〒・住所・氏名・

   年齢・電話番号

②クイズの答え

③本誌やJAへの

　ご感想・イラスト等

④その他（農業やJA

に関する質問等が

あればご記入くだ

さい）

サ
フ
ア
イ
ア

応
募
総
数
37
通

当
選
者
5
人
の
発
表
は
賞

品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
住
所
・
氏
名
等
の
記
入
忘

れ
が
あ
る
場
合
は
正
解
し

て
も
無
効
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

63

1 6 11 17 20

2 12 15

7 9

3 16 18

10 13

4 8 19 21

5 14

D

A

ボ ウ サ イ ホ ネ
タ タ キ ロ シ ア
ン ユ ミ ト ゲ
ツ キ ア カ リ

キ メ イ ン ミ
フ キ ン パ セ リ
ク リ 　 ゼ イ キ ンD

C

1

A

86

7

9 10

5

1612

17

16

13

3

14

4

2

15

12

19

20

B

E

18

C

B
10

20



+"͔Βͷ͓஌Βͤ

Q A 

Q

Q
Q

広場&A
A

！JAͯ͑ڭ
農業やJ Aに関する

身近な疑問等をお寄せください
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増税前に特別セールで支援
秋の特別セールを9月20日から25日までの6日間、経

済センターとパーシモンで開き、762人の来店者でにぎ
わいました。

同セールでは、在庫商
品を10％割引した他、果
樹・花き向けの資材等を
最大20％割引で販売。来
店者は、ＪＡ職員から商品
の説明を受けながら目当
ての商品を次々と買い求
めていました。

農業者年金加入推進で表彰を受ける
平成30年度農業者年金加入推進優良団体表彰式が9

月4日、横浜市の波止場会館で行われました。
この表彰は、農業者年金の加入推進活動で表彰基準を

満たした農業委員会
やＪＡを対象に行わ
れているものです。

当ＪＡは、加入推
進活動に積極的に
取り組み、目標達
成率において優れ
た成績を収めたこ
とで表彰を受けま
した。

農業廃資材回収で営農支援
使用済み農業用プラスチック・

ビニール・素焼き鉢などの回収処
理を9月4日と5日の2日間、麻生区
の黒川営農団地管理倉庫と高津
区子母口のJA書庫センターで行い
ました。

この作業は、管内の農業維持や
JAの環境に配慮した営農活動の奨
励施策として行っているものです。

2日間で約6.5トンを回収し、専門
の処理業者に委託して適正に処理
しました。

少年野球大会でスポーツ振興に貢献
地域におけるスポーツ振興への取り組みとして、9月21日と

22日の両日、中原区上丸子の河川敷で第6回ＪＡセレサ川崎
杯少年野球大会を開催しまし
た。地元の小学生約200人が
参加し、熱戦を繰り広げました。

ＪＡは、参加者全員にグリッ
プチューブをプレゼントした他、
ＪＡ共済による助成を活用して
作成した横断幕を掲示し、大会
を盛り上げました。

定番？珍種？いろいろなカボチャ勢揃い！
ＪＡでは新しい品種

や珍しい品種、話題の
栽培法などを職員が実
際に試験栽培していま
す。今回は、バターナッ
ツを中心に4種類のカボ
チャを栽培しました。収
穫したカボチャはセレサ
モスのハロウィンイベン
トなどで活用する予定
です。

熱戦が繰り広げられた野球大会

色とりどりのカボチャ

振り込め詐欺未然防止で感謝状
振り込め詐欺による

被害を未然に防いだこ
とで日吉支店の瀬戸理
紗子職員に9月24日、幸
警察署長より感謝状が
贈られました。ＪＡでは
今後も振り込め詐欺の
未然防止に努めてまい
ります。 感謝状を受けた瀬戸職員

表彰を受ける石井裕二部長

資材をトラックに詰め込む
生産者と職員

回収した農業資材を計
量する職員

͋Γ͕ͱ͏ ɻ
͠·ͳΓʹߟࢀ ͨɻ
ૣ଎໰͍߹Θͤ
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◀ J Aセレサ川崎 ホームページ　 https://www.jaceresa.or.jp/

営業時間のご案内
●支店窓口　平日9：00～15：00
●ATM　8：00～21：00
　（セレサモス麻生店は営業時間内の稼働）
●経済センター
　平日･土日9：00～16：30※祝日は休み
●パーシモン
　平日･土日9：00～16：30※祝日は休み
●セレサモス麻生店
　＜4月～10月＞ 10：00～18：00
　＜11月～3月＞ 10：00～17：00
●セレサモス宮前店 
　＜通年＞ 10：00～18：00

※ セレサモスは渋滞緩和のため、
開店時間を早める場合があります。

（定休日：毎週水曜日･年末年始他）

11月の経営相談会（法律経営）

■ 5日（火）9：30
13：30

～
～

11：30
15：30

宮前支店
中原支店

■12日（火）13：30
13：30

～
～

15：30
15：30

みなみ支店
生田支店

■19日（火）13：30～15：30 中原支店
■26日（火）13：30～15：30 稲 田 支 店
■30日（土）9：30～11：30 梶ヶ谷ビル
相談時間は原則30分程度。予約制。
ご予約は相談会の前営業日16：00までに
各会場支店の総合相談担当まで。

（梶ヶ谷ビルは本店資産相談課まで）
土曜日の相談会については、ご予約が
ない場合は開催いたしません。

11月のセレササロン
■ 6日（水）高津支店
■ 7日（木）中原支店
■27日（水）生田支店
●内　容 パウダーアート（祝ねずみ）
●会　費 1,700円
●対　象 おおむね60歳以上の方
お問い合わせ･お申込み
本店生活福祉課（TEL 044-877-2509）

■
■
■
■
■
■

6日
11日
13日
20日
25日
27日

（水）
（月） 
（水）
（水） 
（月） 
（水）

中原支店
小田支店
鹿島田支店
宮前支店
柿生支店
北見方支店

時　間　9：00～16：00
・相談時間は原則1時間30分まで。

相続や遺言に精通した専門の職員
が親身になって分かりやすくアド
バイスいたします。

・ご相談無料･予約制･秘密厳守。
・ご予約は相談会の前々営業日16：00

までにお近くの支店まで。
※ 開催日に都合がつかない場合は、お

気軽にお近くの支店までお問い合
わせください。

※JA神奈川県信連 信託代理店
　JAセレサ川崎 本店金融推進部　 

（TEL 044-877-2140）
当JAが行う遺言信託代理業務は契約
締結の媒介です。

11月の相続･遺言無料相談会

セレサのDATA （9月30日現在）

購買品供給高 6億7百万円
販売品取扱高 6億11百万円
施設事業契約高 18億48百万円
貯金 1兆5,124億円
貸出金 5,387億円
長期共済保有高 1兆6,994億円
年金共済保有高 340億円
組合員数 68,275人
　うち正組合員 5,439人
　　　准組合員 62,836人

セレササービスのご案内
　セレササービス（株）は、ご葬儀ご法
事など、信頼と安心･安全をモットーに
まごころを込めてご奉仕いたします。
　提携式場として、「中野島ほうさい殿」
も、ご利用いただけます。
　事前相談や見積もり等承っております。
お気軽にお問い合わせください。

（日･祭日除く　9：00～17：00）

0
フリーダイヤル
120-3

みおくる　こころ
096-56

危急のご連絡は24時間・年中無休
http：//ceresa-service.jp

●経済センター
　（宮前区有馬2-13-1）
　6日（水）、8日（金）、13日（水）、
　20日（水）、27日（水）
●パーシモン
　（麻生区片平2-30-15）
　7日（木）、12日（火）、14日（木）、
　19日（火）、21日（木）、26日（火）
●時　間　9：00～16：00
●相談員　JAの営農技術顧問
●その他　予約は不要です。

11月の営農相談コーナー

■ 5日（火）大島支店
■ 7日（木）新城支店
■12日（火）野川支店
■14日（木）鷺沼支店
■24日（日）橘支店
■26日（火）鹿島田支店
■28日（木）稲田支店
開催支店または下記ホームページから
ご予約のうえ、ご来場ください。

11月の年金無料相談会

第6回定例理事会　9月17日（火）   本店で開催理事会だより
【報告事項】

■第23回農業まつり
日 程
会 場

内 容

：
：

：

11月17日（日）
橘･宮前･高津･向丘･みなみ･中原･日吉･稲田･菅･
生田･柿生支店の全11会場
農産物品評会･模擬売店･即売･福引き抽選他

■ 農業機械修理･メンテナンスの体制ならびに農機点検安全
運動の展開について
目 的

運動期間

：

：

組合員からの要望･ニーズに応えるべく農業機
械修理･メンテナンスについて購買統括セン
ター推進課職員2名、修理作業委託業者3社に
より、迅速な対応を図り、組合員の農作業の効
率化･時間短縮をサポートできるよう体制を整
備し、「農機点検安全運動」を展開する
10月1日（火）～31日（木）

■JA安心倶楽部募集について
概 要

募集期間
対 象 者

：

：
：

全共連を保険契約者として、ケガによる死亡や重
度の後遺障害、入院･通院、他人への賠償責任、
携行品の損害など、日常生活の偶然な事故やオ
プション付帯によりゴルフをされる利用者向けに
ホールインワン･アルバトロス費用を補償する制度
10月1日（火）～31日（木）
組合員およびその家族
※員外利用者については新規加入不可

対象年齢

保険期間

：

：

新規募集…令和2年1月1日時点で満80歳未満の方
既加入者…�令和2年1月1日時点で満90歳を迎

えた方は継続不可
令和2年1月1日（水）より1年間

【協議事項】
他21項目を報告
9項目を協議決定
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☆セレサモスの駐車場について
警察署からの要請により、路上で
の入場待ちは一切できません。

お米の日
【麻生店・宮前店】
毎週金・土・日曜日は1銘柄を2
割引で販売いたします。
※割引制度については、予告な

く変更する場合があります。

川名 笑子さん

（川名 昭夫さん）

　年間10品目ほどの野菜を栽培しています。今の
時期のおすすめはキュウリ。農薬はできるだけ使わ
ず、夏は遮光ネット、冬はマルチを使い暑さ寒さ対策
を行うなどの管理をしています。12月初旬まで出荷
しますのでぜひご賞味ください。

「地域の人に新鮮でおいしい野菜を食べてもらいた
い」との思いで、年間を通して約20品目の野菜を栽培
しています。お客さんからの「おいしい」という声を励
みに、日々農作業に取り組んでいます。11月はキャベ
ツやダイコンを出荷しますのでぜひご賞味ください。

40㌃ほどの畑でサトイモとエダマメをメインに栽培
しています。毎年変わらずおいしい野菜をお届けでき
るよう、いろいろな方法を試し、植え付けや肥料のタイ
ミングにも気を遣っています。ファンの多いサトイモは、
10月下旬から出荷しますのでぜひご賞味ください。

　市内でも数少ない米農家です。約５０㌃の田んぼ
で、神奈川県で生まれた品種「はるみ」を中心に栽培。
収穫した米は専用の機械を使って、水分量や、状態の
悪い米を取り除くなど、品質管理を徹底しています。
地元でとれた自慢のお米、ぜひ食べてみませんか？
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三田 周作さん 淺谷 信男さん
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セレサモス麻生店
10月下旬以降、柿やキュウリが多く出荷

される予定です。
柿の果肉に含まれるベータクリプトキ

サンチンはベータカロテンの数倍といわ
れる抗酸化力があるうえ、骨粗鬆症や糖尿
病を予防する効果が期待できます。パウ
ンドケーキや柿ジャム、サラダなどにして
みてはいかかでしょうか。

皆さまのご来店を心よりお待ちしてお
ります。

セレサモス宮前店
10月下旬以降、ブロッコリーやホウレ

ンソウが多く出荷される予定です。
ブロッコリーは野菜に含まれるほぼ

すべてのビタミンの他、葉酸やカルシウ
ム、鉄などを含む万能野菜。日がたつに
つれて栄養素が減るので早めに食べ切
りましょう。炒め物やおひたしなどに
してみてはいかかでしょうか。

皆さまのご来店を心よりお待ちして
おります。

11月の出張販売
7日（木）11:00 ～ 小向支店

14日（木）11:00 ～ 大島支店
21日（木）11:00 ～みなみ支店
28日（木）11:00 ～御幸支店

川端 浩之さん

所 在 地 : 川崎市麻生区黒川172
電　　話 : 044-989-5311
営業時間 :〈4月～10月〉10:00～18:00

〈11月～3月〉10:00～17:00
※渋滞緩和のため開店時間を早める場合があります。
定 休 日 : 毎週水曜日、年末年始他

所 在 地 : 川崎市宮前区宮崎2-1-4
電　　話 : 044-853-5011
営業時間 :〈通年〉10:00～18:00
※渋滞緩和のため開店時間を早める場合があります。
定 休 日 : 毎週水曜日、年末年始他
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